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総合開発センターは、多摩川を隔てて羽田空港の向かい側にあたる川崎地区石油化

学コンビナートの一角にあり、当社川崎工場と隣接しています。主に合成ゴムをはじめと

する当社事業を支える各種素材の開発から、加工技術の開発に至るまで、「人のまねを

しない、人のまねのできない」を合言葉に、地球に優しく、革新的・独創的な技術に基づい

て世界一の製品を創出し続けることを通じ、社会に貢献することを基本理念に、研究・技

術開発を行っています。 

 また、富山県高岡市のゼオン高岡事業所内においては、液晶テレビ用途や次世代ディ

スプレイ用の光学フィルム、省エネに貢献する有機 EL 照明用素材、血管や胃腸、胆嚢などの診断と治療に使われるカテー

テルなどの医療機器を開発しています。 

 これら生活に役立つさまざまな材料・部材の開発や、省エネルギーと自然環境に貢献する新製品を創出し、幅広いお客様

に提供する事を通じて、「環境に優しく、社会に必要とされるゼオン」であり続けたいと願っています。 

 同時に、研究活動で生じる廃棄物の分別徹底によるゼロエミッション※の継続やエコキャップ収集活動、近隣企業と合同で

の道路清掃、インターンシップの継続的な受け入れなど、地域社会の一員としての活動も積極的に行っています。 

 今後も国内にとどまらず、北米・中国・欧州の研究所・技術サービス拠点と連携した研究開発活動や、海外の大学・企業と

の共同研究も積極的に進め、世界中のお客様に当社の新製品を届け、地球環境と人類の繁栄に貢献するための研究開発

活動を継続していきます。 

※ ゼロエミッション 

自然界への排出ゼロのシステムを構築する、またはそれを構築するように目指す基本的な考え方  

 

 

「CSR基本方針」に則り、研究所員全員が CSRを自覚した研究を行っています。また、コンプライアンスについては、研究

活動全般を通じて関連法令を遵守し、事故のない安全で活気に満ちた研究所の実現を目指します。総合開発センターでは、

新規研究の開始前に、研究部署の新規研究内容の提案に対して、研究部門・管理部門が一体となって、関係法令遵守、化

学物質の安全性、研究者へのばく露防止などの安全配慮を議論・確認し、適正な資源配分を行う「新規実験安全性審査」を

行っています。今後もお客様に信頼性・安全性に優れた品質を有する製品を継続的に提供できるような体制で研究開発を

行います。 

 

 

2011年度は、「全活動の選択集中と見える化による研究活動の効率化と安全業務の徹底」を活動方針に掲げ、効果的な

安全活動のもと、700万時間無事故 無災害（休業災害ゼロ）を達成しました。また、研究活動により生じる廃棄物の分別と

リサイクル化を徹底し、年間を通して埋立処分量をゼロにすることができました。 

 2012年度は、危険に「気づく」ことに力点をおいて、徹底した危険予知活動を実施していきます。危険に気づき、対話を通

して現場作業を見える化し、リスク低減をすすめ、無事故無災害を達成していきます。また、廃棄物のリサイクルを継続し、

埋立処分量ゼロを維持していきます。 

研究所全景 
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ゼオンの研究開発の基本理念である「人のまねをしない、人のまねのできない」独創的かつ革新的な技術に裏付けられた

製品作りが私たちの目標です。このよう な製品作りの姿勢を通じて、お客様の未来への夢をいち早く実現する企業、すなわ

ち「‐化学の力で未来を今日にする ZEON‐」を実現していきます。 

 

VOICE 未来を今日にする ZEON 

世の中の急激な変化を先取りした新製品開発が求められています。そのために以下の

ことを実行していきます。 

1. 研究員自らが世界中から情報を集め、時代の変化を先取りした製品作りを進め

ます。 

2. 製品開発の各プロセスにおいて、設計品質・生産品質をどのように設定すべき

かを見える化した QFD（品質機能展開表）を作成し、的確な製品作りを進めま

す。 

3. 製品開発の手戻りを無くすこともスピードアップには重要です。研究段階から本生

産化へ円滑に移行できるように、量産化技術の構築にも力を入れて取り組みます。 

これらの取り組みにより、私たちの開発した製品が必ずお客様に満足してもらえるものになると確信しています。 

 

 

研究員による研究所周辺の清掃・植栽に加え、近隣会社と合同で実施している殿町夜

光線沿いの歩道一帯の一斉清掃・整備に、川崎工場とともに参画しています。また、

2012年度もインターンシップの積極的な受け入れや、大学への臨時講師派遣など、大学

との交流を深める活動を継続していきます。 

常務執行役員 総合開発センター長 

三平能之 

2011 年度のインターン生とともに 

2011 年度インターン生との懇親会 


